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当
社（
永
大
産
業
株
式
会
社
）と
日
本
ノ
ボ
パ
ン
工
業
株
式
会
社
の
合
弁
会
社
で
、パ
ー
テ
ィ
ク
ル
ボ
ー
ド（
以

下
P
B
）を
生
産
す
る
Ｅ
N
ボ
ー
ド
株
式
会
社
の
新
工
場
が
先
頃
完
成
し
、こ
の
5
月
に
初
期
流
動
品（
フ
ァ
ー

ス
ト
ボ
ー
ド
）の
生
産
を
行
い
ま
し
た
。

最
新
鋭
の
パ
ー
テ
ィ
ク
ル
ボ
ー
ド
生
産
工
場
が
始
動

E
N
ボ
ー
ド
株
式
会
社

　
木
質
ボ
ー
ド（
P
B
）の
生
産
設
備
を
更
新
し
、事
業

の
強
化
を
図
っ
て
い
こ
う
と
、当
社
は
日
本
ノ
ボ
パ
ン

工
業
株
式
会
社（
大
阪
府
堺
市
）と
2
0
1
9
年
5
月
、

P
B
を
生
産
す
る
合
弁
会
社「
E
N
ボ
ー
ド
株
式
会

社
」を
設
立
し
ま
し
た
。

　
わ
が
国
の
パ
ー
テ
ィ
ク
ル
ボ
ー
ド
業
界
の
メ
ー

カ
ー
同
士
が
手
を
組
み
、化
粧
用
台
板
や
構
造
用

P
B
、フ
ロ
ア
台
板
を
生
産
す
る
と
と
も
に
、新
た
な

用
途
開
拓
に
乗
り
出
す
こ
と
は
、木
材
資
源
を
無
駄
な

く
利
用
す
る
と
い
う「
マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
の
重

要
性
」を
広
め
る
上
で
、非
常
に
価
値
あ
る
も
の
と
当

社
で
は
考
え
て
い
ま
す
。

　
新
会
社
の
社
名
は
、E
と
N
が
そ
れ
ぞ
れ
、出
資
会

社
で
あ
る
2
社
の
頭
文
字
を
表
し
て
い
ま
す
が
、同
時

に
仕
入
、販
売
に
関
わ
る
全
て
の
お
取
引
先
様
と
の

「
ご
縁（
E
N
）」を
大
切
に
し
た
い
と
の
思
い
を
込
め

ま
し
た
。

　
E
N
ボ
ー
ド
株
式
会
社
の
新
工
場
は
、東
西
両
市
場

の
需
要
を
に
ら
み
、静
岡
県
に
建
設
し
ま
し
た
。駿
東

郡
小
山
町
内
に
広
が
る
工
場
団
地
の
一
部
を
取
得
し
、

東
京
ド
ー
ム
2
個
強
に
相
当
す
る
約
9
万
3
0
0
0
平

方
メ
ー
ト
ル
の
敷
地
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

　
工
場
か
ら
す
ぐ
南
に
は
東
名
高
速
道
路
が
走
っ
て

お
り
、イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
も
近
く
物
流
と
い
う
点
で

は
好
条
件
が
揃
っ
て
い
ま
す
。　

　
設
備
面
で
は
、ド
イ
ツ
・
ジ
ン
ペ
ル
カ
ン
プ
社
製
の

最
新
鋭
連
続
プ
レ
ス
を
導
入
し
ま
し
た
。長
さ
は
47

メ
ー
ト
ル
あ
り
、単
体
の
生
産
ラ
イ
ン
で
は
、わ
が
国

最
大
の
生
産
能
力（
月
間
1
万
5
0
0
0
ト
ン
）を
誇
り

ま
す
。

　
設
備
面
で
は
こ
の
ほ
か
、重
油
を
用
い
な
い
バ
イ
オ

マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。集
荷
し
た
木
材

チ
ッ
プ
か
ら
パ
ー
テ
ィ
ク
ル
ボ
ー
ド
に
向
か
な
い
も

の
を
選
別
し
、サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
っ
て
動
力

と
し
ま
す
。

　
こ
の
ボ
イ
ラ
ー
は
蒸
気
を
作
る
と
同
時
に
油
も
熱

し
、蒸
気
は
木
材
チ
ッ
プ
を
乾
燥
さ
せ
る
ド
ラ
イ
ヤ
ー

に
、ま
た
油
は
パ
ー
テ
ィ
ク
ル
ボ
ー
ド
を
圧
締
す
る
連

続
プ
レ
ス
の
熱
源
に
用
い
ま
す
。 

　
E
N
ボ
ー
ド
株
式
会
社
で
は
、前
述
の
化
粧
用
台
板
、

構
造
用
P
B
、フ
ロ
ア
台
板
な
ど
を
生
産
し
ま
す
。ま
た
、

連
続
プ
レ
ス
の
特
性
を
活
か
し
つ
つ
、新
し
い
技
術
の
導

入
に
よ
っ
て
、フ
ロ
ー
リ
ン
グ
の
生
産
を
前
提
と
し
た
薄

物
フ
ロ
ア
台
板
の
ほ
か
、従
来
品
よ
り
も
比
重
を
抑
え
た

軽
量
P
B
な
ど
も
生
産
し
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
予
定
で
は
、約
半
年
を
か
け
て
J
I
S

（
日
本
産
業
規
格
）認
証
を
取
得
し
ま
す
。そ
の
後
、11
月

を
目
途
に
商
用
生
産
を
開
始
し
、2
0
2
3
年
4
月
か
ら

の
フ
ル
生
産
を
目
指
し
ま
す
。 

完成した建物、設備等のご紹介

ENボード株式会社（2021年12月撮影）
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静岡県

ENボード
株式会社

ＥNボード株式会社 
会社概要

〒410-1305
静岡県駿東郡小山町湯船字
下原1278-11
TEL：0550-70-9350　　
FAX：0550-70-9351

所在地

代表取締役社長 高橋 真

代表者

パーティクルボードの製造、
加工、販売

事業内容

2019年5月22日

設立

1億円

資本金

永大産業（株）　　　　 65％
日本ノボパン工業（株） 35％

出資比率

事務所棟。木を扱う企業らしく、棟の内部には
いたるところに木製の建材を使用しています

木材チップの保管倉庫。本格的な操業に向けて、ストックを増やしています

ENボード株式会社（2021年12月撮影）

環境に配慮したバイオマスボイラー

ドイツからのスーパーバイザー（＝専任技術者、前列）とともに、試作の成功を祝って記念撮
影を行いました

A

A

D

日本最長47メートルの長さを誇る連続プレスD

5月25日に試作品を生産し、寸法安定性や
物性などを確かめました

D

B C

B
C

D

ENBOARD

生産拠点のご紹介



　
山
口
・
平
生
事
業
所
は
、当
社
の
主
力
製
品
で
あ
る
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
の
生
産
拠
点
で
す
。設
立
か
ら
す
で
に

半
世
紀
が
経
過
し
ま
し
た
が
、新
し
い
省
エ
ネ
設
備
の
導
入
な
ど
、さ
ら
な
る
挑
戦
を
続
け
て
い
ま
す
。

半
世
紀
以
上
の
歴
史
を
刻
む
、重
要
な
西
日
本
エ
リ
ア
の
生
産
拠
点

永
大
産
業
株
式
会
社 

山
口
・
平
生
事
業
所

　

山
口
・
平
生
事
業
所
の
前
身
は
永
大
木
材
工
業
株
式
会

社
で
、1
9
6
8
年
3
月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
初
の
主
力
製
品
は
合
板
で
、ピ
ー
ク
時
に
は
月
産

5
0
0
万
枚（
3
ミ
リ
、3×

6
判
換
算
）を
誇
る
マ
ン
モ

ス
工
場
で
し
た（
合
板
生
産
は
1
9
9
7
年
に
停
止
）。そ

の
合
板
の
剥
き
芯
を
活
用
す
る
た
め
、1
9
7
3
年
に

パ
ー
テ
ィ
ク
ル
ボ
ー
ド
の
生
産
工
場
を
建
設
し
ま
し
た
。

敦
賀
事
業
所
と
グ
ル
ー
プ
会
社
で
あ
る
永
大
小
名
浜
株

式
会
社
と
と
も
に
、わ
が
国
に
お
け
る
木
質
ボ
ー
ド
業
界

を
牽
引
し
て
き
ま
し
た
。（
同
事
業
所
に
お
け
る
パ
ー

テ
ィ
ク
ル
ボ
ー
ド
生
産
は
2
0
1
9
年
に
停
止
）。

　

永
大
産
業
株
式
会
社
の
山
口
・
平
生
事
業
所
と
し
て
新

た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
の
は
1
9
8
2

年
の
こ
と
で
あ
り
、そ
れ
に
合
わ
せ
て
同

事
業
所
で
は
、本
格
的
な
木
質
フ
ロ
ー
リ

ン
グ
の
生
産
を
始
め
ま
し
た
。

　

当
社
の
初
期
の
ヒ
ッ
ト
と
な
っ
た
カ

ラ
ー
フ
ロ
ア
第
1
号
の「
タ
フ
ト
ッ
プ
Hi
」

は
、こ
の
山
口
・
平
生
事
業
所
で
生
産
さ
れ

ま
し
た
。「
タ
フ
ト
ッ
プ
Hi
」は
、1
9
6
0

年
代
に
一
世
を
風
靡
し
た
プ
リ
ン
ト
合

板
の
色
合
わ
せ
の
技
術
を
応
用
し
た
製

品
で
す
。ま
た
、集
合
住
宅
向
け
の
直
貼

り
遮
音
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
も
同
事
業
所
で

産
声
を
あ
げ
ま
し
た
。

　

フ
ロ
ー
リ
ン
グ
生
産
か
ら
40
年
目
の
節
目
を
迎
え
た

現
在
は
、「
銘
樹
」シ
リ
ー
ズ
の
中
で
今
、最
も
売
れ
て
い

る「
銘
樹
モ
ク
ト
ー
ン
」を
中
心
に
、直
貼
り
遮
音
フ
ロ
ー

リ
ン
グ（
ツ
キ
板
、シ
ー
ト
）を
生
産
し
て
い
ま
す
。

　

前
回
のkigokoro

11
号
で
も
ご
紹
介
し
た
通
り
、同
事

業
所
は
省
エ
ネ
、創
エ
ネ
の
分
野
で
先
進
的
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。目
下
、環
境
に
配
慮
し
た
バ
イ
オ

マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
の
建
設
が
完
了
し
、7
月
か
ら
稼
働
の
見

通
し
で
す
。

　

設
立
か
ら
半
世
紀
余
り
が
経
過
し
ま
し
た
が
、同
事
業

所
は
新
製
品
の
生
産
や
新
し
い
省
エ
ネ
設
備
の
導
入
な

ど
、今
な
お
挑
戦
を
続
け
て
い
ま
す
。

永大産業株式会社 山口・平生事業所生産品のご紹介 ツキ板フローリング/直貼り遮音フローリング

　永大産業株式会社 山口・平生事業所では、半世紀以上にわたるものづくりを通じ、蓄積してきたさまざまなノウハウを駆

使して、機能性、耐久性に優れた木質フローリングを生産しています。

永大産業株式会社  山口・平生事業所 全景
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生産拠点のご紹介

ツ
キ
板
フ
ロ
ー
リ
ン
グ

　

ツ
キ
板
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
の「
銘
樹
モ
ク
ト
ー
ン
」は
、

新
塗
装「
E
ナ
チ
ュ
ラ
ル
塗
装
」を
採
用
し
、現
在
の
フ

ロ
ー
リ
ン
グ
が
求
め
ら
れ
る
性
能
を
満
た
し
な
が
ら
、

天
然
木
の
色
や
自
然
な
風
合
い
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
抗
菌
・
抗
ウ
イ
ル
ス
加
工
の
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
で
す
。

銘樹モクトーン 施工例

ツキ板フローリング生産ライン①

ツキ板フローリング生産ライン②

直
貼
り
遮
音
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
（
ツ
キ
板
・
シ
ー
ト
）

　

直
貼
り
遮
音
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
で
は
、表
面
に
ツ
キ
板

を
あ
し
ら
っ
た「
銘
樹
ダ
イ
レ
ク
ト
」、「
ス
キ
ス
ム
S
ダ

イ
レ
ク
ト
」シ
リ
ー
ズ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。ま
た
表
面
を

オ
レ
フ
ィ
ン
シ
ー
ト
で
仕
上
げ
た「
ス
キ
ス
ム
T
ダ
イ

レ
ク
ト
45
」も
品
揃
え
し
て
い
ま
す
。

銘樹ダイレクト 施工例

照明設備のあるサッカーグラウンド

直貼り遮音フローリング生産ライン①

直貼り遮音フローリング生産ライン②

ものづくりの技術を次世代に継承 永大産業サッカーグラウンド

　当事業所でのフロー
リング生産が7月で
ちょうど40年目を迎
えるにあたり、先人達
の築かれた歴史の重み
を感じています。
　これからも継承し
てきた技術を次の世
代に伝えながら、さら
に質の高いものづく
りを目指していきた
いと考えています。 クラブハウス

山口建材工場長
守田 勝明

山口県
山口・
平生事業所　

山口・平生事業所の歩み

1968

1969

1971

1972

1973

1982

1985

1987

1993

2007

2008

2014

2022

永大木材工業株式会社設立

第１期合板工場竣工

第2期合板工場竣工

ツキ板工場竣工

流通センター竣工

第3期合板工場竣工

パーティクルボード工場竣工

カラーフロア「タフトップHi」発売開始

永大産業株式会社  山口・平生事業所に改組

直貼りフローリング「ダイレクト」発売開始

直貼り遮音フローリング発売開始

バイオマス発電設備導入

フローリングでわが国初のPEFCーCoC認証取得

新物流センター竣工

太陽光発電事業開始

エネルギー管理優良事業者等中国経済産業局長賞受賞

バイオマスボイラー竣工

3

12

8

5

7

4

5

7

9

7

10

11

1

6

3

2

6

年 内　容月

　3ページの山口・平生事業所全景で中央からやや右下に見えているのがサッ
カー用のグラウンドです。かつて当社はサッカークラブを有し、創部3年目に
して日本リーグ1部、現在でいうところのJ1に昇格し、なおかつ決勝戦（天皇
杯）にまで駒を進めました。当時の選手たちはこのグラウンドで汗を流し、技
を磨いたといいます。現在は地域で開催されるサッカートーナメントの試合
会場や、高校の女子サッカーチームの練習場として活用いただいています。

nextpage : 
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永大ベトナムが操業10周年　
よりよい製品づくりに向け、さらに前進

　当社の100％出資子会社でフローリングを生産するEVC（＝永大ベトナム、社長：森田晋司）が、今年5月に操業10周年を迎えまし

た。これを祝う記念式典が5月に現地で開催され、挨拶した社長の森田は、「この10周年はひとえに従業員の皆様方の尽力の賜物で

す」と感謝の意を表すとともに、「お客様に喜んでいただけるよう安全第一で、今後もより良い品質、より高い生産性を目指して前進

しましょう」と社員に呼びかけました。

画像上：挨拶する社長の森田（向かって右）、画像下：記念式典の模様 永大ベトナム工場内部（ムクフローリング生産工程）

nextpage :
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　EVCはベトナム国ハナム省のドンバンⅡ工業団地内にあり、

2012年、最初にムクフローリングの生産を開始しました。その

後、生産品目をシートフローリング、挽き板フローリングへと拡

大し、当社にとって不可欠の生産拠点へと成長しました。

　当初は全量、日本国内向けの製品を生産していましたが、2021年

４月からは経済成長の著しいベトナム国内向けの販売も開始し

ました。

　現在の社員数は293名（2022年3月末日現在、出向者5名含む）で、

その男女比率は4：6です。Eidai Vietnam Co., Ltd.

TOPICSEVC 10年の歩み

安定生産を目的とした
新規建屋を建設

　EVCでは将来
を見越して、約
60,000平方メー
トルの敷地を確
保しています。現

在、遊休地を活用して安定的な生産体制を確
立するための新規建屋（延床面積約4,600平方
メートル）を建設しており、6月末日での完成
を目指しています。

2011 ハナム省政府から
投資許可証を取得  EVCを設立6

工場建設開始7

敦賀建材工場で
ベトナム人社員研修を開始11

2012 工場建物建設終了2

ムクフローリング生産設備設置開始3

竣工式開催 EVC操業 
ムクフローリング生産開始5

JAS（複合2種フローリング）を取得7

ムクフローリング、日本国内に初入荷8

シートフローリング生産設備導入10

2013 JAS（複合１種フローリング）を取得3

シートフローリング生産開始

製品倉庫完成5

年 内　容月
2013 操業1周年記念式典を開催6

挽き板フローリング
生産設備設置開始2

挽き板フローリング生産開始6

2017

2014

挽き板フローリング
目標生産数量達成2

操業5周年記念式典を開催5

EVCからベトナム国内への販売開始4

シートフローリング
目標生産数量達成5

新規建屋建設開始12

操業10周年記念式典を開催5

2021

2022

新規建屋完成（予定）6

7 新規建屋竣工式(予定)

年 内　容月

2022年5月末時点

営業所・ショールーム紹介 金沢営業所・金沢ショールーム

お客様のよりよい住まいづくりに向けて
　当営業所・ショールームでは、石川、福井、富山の3県
のお客様を担当させていただいております。地元のビ
ルダー様が過半を占めますが、末端のお施主様をはじ
め、より多くのお客様に当社のことを知っていただこ
うと、今年からまた、ショールームの見学会を兼ねた
イベント活動に力を入れ始めました。3月からは講師
を招いての「ベビー＆ヘッドマッサージ」を実施して
おります。今後も、お客様のよりよい住まいづくりに
向けて、取り組んでまいりますので、さらなるご支援
を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

加
賀
百
万
石
の
玄
関
口
に
お
も
て
な
し
の
心
か

ら
生
ま
れ
た
新
名
所

　
螺
旋
状
の
２
本
の
柱
に
支
え
ら
れ
た「
鼓
門
」は
金
沢
を
訪
れ
た

方
を
雅
な
雰
囲
気
で
出
迎
え
て
く
れ
る
。こ
こ
か
ら
、金
沢
の
旅
が

は
じ
ま
る
。

〒920-0811　金沢市小坂町北207-2
◇金沢営業所・ショールームスタッフ◇

写真前列右から阿久津、高屋（所長）八木

写真後列右から加藤、小林、丈下、末広です。

　
前
田
利
家
が
金
沢
城
に

入
城
し
た
後
、さ
ま
ざ
ま

な
文
化
が
育
ま
れ
た
加
賀

百
万
石
。兼
六
園
を
は
じ

め
、茶
屋
街
や
武
家
屋
敷

な
ど
、今
も
そ
の
当
時
の

街
並
み
が
色
濃
く
受
け
継

が
れ
て
い
る
。

　
そ
の
金
沢
市
の
玄
関

口
に
あ
た
る
金
沢
駅
東

口
に「
鼓
門
」が
2
0
0
5

年
に
完
成
。伝
統
芸
能
で

あ
る
能
、素
囃
子
で
使
用
さ
れ

る
和
楽
器
の「
鼓
」を
モ
チ
ー
フ

に
し
た
重
厚
な
木
造
の
門
は

2
0
1
1
年
米
国
旅
行
雑
誌
で

「
世
界
で
最
も
美
し
い
駅
14
駅
」

に
も
選
出
さ
れ
た
。

　
そ
の「
鼓
門
」か
ら
車
で
北
へ

走
る
こ
と
1
時
間
30
分
の
と
こ

ろ
に
、数
多
の
伝
説
が
残
る
霊

泉「
御
手
洗
池
」が
あ
る
。

　
深
い
森
の
中
に
ひ
っ
そ
り

と
佇
む
池
は
、鏡
の
よ
う
に
新

緑
に
萌
え
る
木
々
を
水
面
に

映
し
込
む
。そ
こ
に
は
ま
る
で

1
枚
の
絵
画
の
よ
う
な
光
景

が
広 

が
っ
て
い
た
。

金
沢
駅（
鼓
門
）〜
御
手
洗
池

石
川
県
　
金
沢
市

第
十
二
回

土曜日、日曜日、祝日、夏期・年末年始、5月連休
AM10：00～PM5：00営業時間

休 館 日

住 所
076-252-5302（代）T E L

石川県
金沢駅

御手洗池

七尾市「御手洗池」



壁材
フローリング

納入
製品

壁材「銘樹ブロックウォール ブラックチェリー」、
屋内重歩行対応シートフローリング※「アレーザ ダイレクト ブレンドチェリー」、見切材、幅木
※カタログ非掲載品

最新
納入事例

　
山
口
県
平
生
町
で
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
た
平
生
町
役
場
の
新
庁
舎
が
、こ
の
ほ

ど
完
成
し
、5
月
か
ら
利
用
を
開
始
し
ま
し
た
。メ
イ
ン
と
な
る
3
階
の
議
場
に
は
、

当
社
の
壁
材「
銘
樹
ブ
ロ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ル 

ブ
ラ
ッ
ク
チ
ェ
リ
ー
」を
、ま
た
町
民
の
集
ま

る
交
流
室
の
床
に
は
、重
歩
行
用
に
耐
摩
耗
性
を
高
め
た
フ
ロ
ー
リ
ン
グ「
ア
レ
ー
ザ 

ダ
イ
レ
ク
ト 

ブ
レ
ン
ド
チ
ェ
リ
ー
」を
ご
採
用
い
た
だ
き
ま
し
た
。今
回
は
自
治
体
の
建

物
に
お
け
る
事
例
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

当
社
の
意
匠
性
の
高
い「
壁
材
」や
耐
久

性
に
優
れ
た「
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
」な
ど
の
製

品
は
、公
的
機
関
の
庁
舎
に
も
ご
採
用
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

nextpage : PRO
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O
TE 
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モ
ニ
タ
ー
に
映
る
、最
も
重
要
な

場
所
だ
か
ら
こ
そ
良
い
も
の
を

山口県熊毛郡

平生町役場

3階の議場に採用された壁材「銘樹ブロックウォール ブラックチェリー」

5月2日から新庁舎としての利用を開始した「平生町役場」

平生町役場 総務課、建設課様のご感想

　新庁舎の3階に設置した議場で、最も目立つのは中央に位置する議長席の背面です。傍聴席からの視覚的なイメージに加え、議会の模様

をモニターでも御覧いただける場所とするため、背面をどのようなレイアウトにするかずいぶん悩みました。最終的に今の形に落ち着き

ましたが、かなり良い感じに仕上がったと思います。永大産業様の話によると、このブラックチェリーという色柄は経年変化でより深み

が出るとのことですので、これからも長く使っていけそうです。また、1階の床には町民の憩いの場として交流室を設けましたが、上履き

に履き替える必要のない床材ということで利用させていただきました。地元を代表する企業として、これからもよりよい製品をご提供い

ただき、地域の振興にご助力いただきたいと思います。

「銘樹ブロックウォール ブラックチェリー」経年変化でより深い味わいに

交流室 表面の耐久性を高め、コンクリートに直貼りできるフローリング「アレーザ ダイレクト」

「アレーザ ダイレクト」とコーディネートさせた幅木

　新庁舎の入り口正面にある平生町の町章は
「平生」、「山」、「錨」、「塩」を円形に図案化し、
1956年に制定されたものです。
　「塩」とはかつて同町にあった広大な塩田を表
し、フローリングの主力工場である当社の山口・
平生事業所（旧・永大木材工業株式会社）は1968
年3月、この塩田の跡地に木材総合コンビナート
を建設するとの目的で設立されました。以来半
世紀以上にわたり、同事業所は地元に根ざす生
産拠点としてものづくりを行っています。

平生町と永大産業
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第
12
回
木
質
ボ
ー
ド（
パ
ー
テ
ィ
ク
ル
ボ
ー
ド
）

　

　
今
回
は
当
社
グ
ル
ー
プ
の
住
宅
資
材
事
業
と
並
ん
で
、も
う
一
つ
の
大
き
な
収
益
の
柱
で
あ
る

木
質
ボ
ー
ド（
パ
ー
テ
ィ
ク
ル
ボ
ー
ド
）事
業
の
変
遷
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　写真撮影のため、金沢の「ひがし茶屋街」をそぞろ歩きしていますと、どこ
からか三味線の音色が漏れ伝わってきます。その昔、「通な人たち」が「粋な遊
び」をここで楽しんでいたのだろうと思いをはせながら、しばらくの間、耳を
傾けていますと、その音色に交じって、鳥のさえずりも聞こえてきました。
行きかう人々の頭のすぐ上を、スイスイと飛ぶその鳥の正体はツバメでした。

よくみると茶屋街の大通りに沿って建つ、古い建物の軒先にいくつもツバ
メの巣があります。巣の中には口を大きく開けて、親鳥を待つ小さなヒナ鳥
の姿も見てとれました。暖かさを通り越して、若干蒸し暑さを覚え始めた5
月の下旬、「あぁ、もうすぐ梅雨だなぁ」と、季節の変わり目を感じた一コマ
でした。

1

1969年 敦賀でパーティクルボードの生産に着手

需要拡大の弱電向けを中心に供給

　

パ
ー
テ
ィ
ク
ル
ボ
ー
ド
は
小
径
の

間
伐
材
利
用
を
目
的
に
、1
9
3
0
〜

4
0
年
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、特
に
ド
イ

ツ
や
ス
イ
ス
で
開
発
が
進
み
、実
用
化

さ
れ
ま
し
た
。

　

わ
が
国
で
は
1
9
5
3
年
に
他
社

が
初
の
国
産
パ
ー
テ
ィ
ク
ル
ボ
ー
ド

の
生
産
に
成
功
し
、当
社
も
1
9
5
5

年
、本
社
に
小
さ
な
試
作
用
の
プ
ラ
ン

ト
を
建
設
し
て
、パ
ー
テ
ィ
ク
ル
ボ
ー

ド
の
研
究
を
始
め
ま
し
た
。

　

1
9
5
0
年
代
と
い
え
ば
、わ
が
国

の
合
板
の
発
展
期
に
あ
た
り
、フ
ィ
リ

ピ
ン
な
ど
か
ら
大
径
の
ラ
ワ
ン
材
が

入
荷
し
て
い
た
時
代
で
す
。毎
日
大
量

に
出
る
合
板
の
剥
き
芯
を
な
ん
と
か

利
用
し
て
、収
益
に
結
び
つ
け
た
い
と

の
思
い
か
ら
、当
社
が
目
を
付
け
た
の

が
パ
ー
テ
ィ
ク
ル
ボ
ー
ド
で
し
た
。

　

詳
細
な
資
料
は
残
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
が
、お
そ
ら
く
初
期
の
研
究
段
階

で
、強
度
や
耐
水
性
な
ど
あ
ら
ゆ
る

面
で
、合
板
を
し
の
ぐ
試
作
品
の
生

産
に
は
至
ら
な
か
っ
た
の
で
し
ょ

う
。む
し
ろ
合
板
を
高
次
加
工
す
る

方
向
が
現
実
的
で
あ
る
と
し
て
、当

時
の
経
営
陣
は
い
っ
た
ん
、
パ
ー

テ
ィ
ク
ル
ボ
ー
ド
か
ら
離
れ
る
判
断

を
下
し
た
よ
う
で
す
。

　

そ
の
後
、わ
が
国
は
本
格
的
な
高
度

成
長
期
を
迎
え
、国
民
生
活
が
徐
々
に

豊
か
に
な
る
中
で
、そ
の
象
徴
と
も
い

え
る
テ
レ
ビ（
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
）、あ
る

い
は
ス
テ
レ
オ（
ス
ピ
ー
カ
ー
用
の

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
）の
需
要
は
右
肩
上
が

り
で
伸
び
て
い
き
ま
し
た
。た
だ
、弱

電
メ
ー
カ
ー
の
立
場
と
し
て
、価
格
変

動
の
大
き
い
合
板
は
極
力
敬
遠
し
、工

業
的
に
安
定
的
供
給
が
図
れ
る
素
材

を
求
め
て
い
た
こ
と
は
容
易
に
想
像

で
き
ま
す
。

　

合
板
の
高
次
加
工
と
い
う
点
で
は
、

難
燃
合
板
や
プ
リ
ン
ト
合
板
の
開
発

で
相
応
の
成
果
を
得
た
当
社
で
し
た

が
、こ
う
い
っ
た
合
板
以
外
の
素
材
を

求
め
る
ニ
ー
ズ
の
ほ
か
、す
で
に
こ
の

こ
ろ
か
ら
合
板
用
原
木
の
入
手
に
暗

雲
が
垂
れ
込
め
て
い
た
こ
と
も
あ
っ

て
、再
度
、パ
ー
テ
ィ
ク
ル
ボ
ー
ド
に

着
目
し
た
の
は
、1
9
6
0
年
代
の
後

半
に
な
っ
て
か
ら
で
し
た
。

　

当
社
は
西
ド
イ
ツ
に
あ
っ
た
ヒ
ン

メ
ル
ヒ
ー
バ
ー
社
の
技
術
を
導
入
し
、

敦
賀
事
業
所
に
パ
ー
テ
ィ
ク
ル
ボ
ー

ド
生
産
工
場
を
建
設
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　

投
資
額
は
10
億
円
、わ
ず
か
5
ヵ
月
で

の
工
場
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。

60
年
代
は
ど
の
企
業
も
そ
う
だ
っ
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、今
と
な
っ
て

は
、当
社
の「
モ
ー
レ
ツ
ぶ
り
」が
う

か
が
え
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
い
え
ま
す
。

　

さ
て
、最
終
的
に
工
場
は
1
9
6
9

年
9
月
に
竣
工
し
、生
産
を
開
始
し
ま

し
た
。

　

日
本
硬
質
繊
維
板
工
業
会（
当
時
）

の
資
料
に
よ
る
と
、1
9
6
8
年
か
ら

1
9
7
2
年
ま
で
、弱
電
向
け
の
パ
ー

テ
ィ
ク
ル
ボ
ー
ド
の
出
荷
量
は
、毎
年

10
％
ず
つ
の
伸
び
を
示
し
て
お
り
、敦

賀
事
業
所
の
パ
ー
テ
ィ
ク
ル
ボ
ー
ド
工

場
で
も
、キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
用（
15
ミ
リ
厚
）

を
中
心
に
生
産
し
て
い
ま
し
た
。

　

パ
ー
テ
ィ
ク
ル
ボ
ー
ド
の
生
産
を

開
始
し
て
4
年
経
っ
た
1
9
7
3
年

の
資
料
に
よ
る
と
、敦
賀
事
業
所
に
お

け
る
パ
ー
テ
ィ
ク
ル
ボ
ー
ド
生
産
の

内
訳
は
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
用
が
40
％
と
最

も
多
く
、次
い
で
家
具
用
30
％
、建
築
用

20
％
、そ
の
他
10
％
で
し
た
。

　

ち
な
み
に
当
社
が
パ
ー
テ
ィ
ク
ル

ボ
ー
ド
生
産
を
開
始
す
る
前
に
、す
で

に
8
社
の
メ
ー
カ
ー
が
パ
ー
テ
ィ
ク

ル
ボ
ー
ド
事
業
に
参
入
し
、当
社
と
同

じ
合
板
生
産
が
母
体
の
メ
ー
カ
ー
は

パ
ー
テ
ィ
ク
ル
ボ
ー
ド
の
表
裏
を
単

板
で
挟
ん
で
製
品
化
す
る
と
い
う
こ

と
も
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

1
9
7
1
年
に
な
る
と
、一
気
に
5

社
が
新
規
参
入
を
果
た
し
、こ
れ
に
よ

り
競
争
も
激
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

1
9
7
3
年
7
月
の
調
査
に
よ
れ

ば
、当
社
の
全
国
シ
ェ
ア
は
8.2
％（
生

産
能
力
ベ
ー
ス
）で
し
た
が
、4
ヵ
月

後
に
永
大
木
材
工
業（
現
山
口
・
平
生

事
業
所
）で
、2
ヵ
所
目
と
な
る
パ
ー

テ
ィ
ク
ル
ボ
ー
ド
工
場
の
竣
工
を
控

え
て
い
た
当
社
は
、
虎
視
眈
々
と

シ
ェ
ア
拡
大
を
狙
っ
て
い
ま
し
た
。

お断り：原則、文中での敬称は省略させていただいております。

敦賀パーティクルボード工場

　住宅産業塾では、他社事例を学び実践に活かすBM（ベンチマーキング）を重視し、会員の皆様は積極的にこのBM

を通じイノベーションに努めておられますが、最近でも、時代の変化の波を捉え、新たなチャレンジに取り組む企業

が目立ち、学びあいを進めています。

　例えば、家そのものの商品力強化にとどまらず、外構提案を組み合わせるなど、その後の生活をより深く追求した

新たな提案にチャレンジする企業、性能向上やバリアフリーなど、さらに特長を付加したリフォーム事業に力を入

れる企業、ホームオーナー様や地域への新たなサービスを立ち上げる事例として、不動産事業をテコ入れする企業

や、介護ビジネスその他住生活に関わる新規サービスにチャレンジする企業など、色々な事例がみられます。これ

は、住宅を単なる「器」として捉えるのではなく、住宅を中心に「暮らし」に関わるサービスを拡充する動き、すなわち

住生活事業への転換を重視した進化の例といえるでしょう。

住生活産業への転換

住宅産業塾では他社事例を学び実践に活かすBM（ベンチマーキング）を推奨し、多くの機会を提供しています。
詳しくはhttps://www.jyutakujuku.com/

BMが重要なイノベーションになる

　先日、「脱炭素社会の実現に資するための建築エネルギー消費性能の向上に関する法律（建築物省エネ法）

等一部を改正する法律案」の閣議決定により、施行予定の2025年度から、住宅省エネ基準適合が義務化され

ることになりました。特に中小工務店にとって負担が大きいという反発もありましたが、世界の潮流や推進

を必要とする方々の努力により、状況が一転しました。

　脱炭素社会への適応はもはや必然となりましたが、すでにここ数年の変化はすさまじいものがあります。

コロナ禍や不安定な世界情勢によるインフレ、そして資材の不足をきっかけに業界全体が多大な影響を受

け、対応を迫られてきました。我々は、これらの変化に対応するのはもちろんのこと、これを逆に新築需要が

先細りの市場におけるチャンスと捉え、自らのイノベーション（進化）につなげる意識を持つ必要があります。

大激変時代の成功の鍵

1946

1950

1955

1960

1965

1970

1975

1980

1985

1990

1995

2000

2005

2010

2015

2020

2021

（S21）

（S25）

（S30）

（S35）

（S40）

（S45）

（S50）

（S55）

（S60）

（H2）

（H7）

（H12）

（H17）

（H22）

（H27）

（R2）

（R3）

2022
（R4）

　コロナ禍で中断していた視察会を先日再開しましたが、この中でも特に印象的だったのは、他社から積極的に学

び、徹底実践を重視する姿勢でした。

　「学んだことを自社に取り入れ、徹底した実践を一つひとつ積み重ね自分のものとすることで、圧倒的な一つの武

器がなくとも他が追随できない圧倒的な差別化が可能である」この方針が、商品・

ビジネスシステム・そしてなにより人の教育にも活かされ、実践に基づく「総合

力」で顧客からの絶大な信頼を得、変化対応の連続の中でも強く進化を果たして

おられました。

　自力で圧倒的な一つの新しい武器を創りあげるのは容易でなく、時間もかかり

ます。肝心なのは、積極的に他社からの学びを深め、それをどこまで実践し定着化

させるかであり、スピード感のある変化対応が求められる今、それが成果を決定

的に左右します。まさにBMが重要なイノベーションであり、BMの実践が最大の

成功の鍵であるということです。




